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第８次美瑛町行財政改革大綱（案）に対する町民コメント実施結 

果について 

 

「第８次美瑛町行財政改革大綱（案）」に対して、町民の皆さまから御意見

を募集しました結果について、御意見の概要と御意見に対する町の考え方は次

のとおりです。 

貴重な御意見をお寄せいただき、ありがとうございました。 

 

 

１ 町民コメントの実施結果 

 

案件名 第８次美瑛町行財政改革大綱（案） 

実施期間 令和８年１月３０日（金）～２月２８日（土） 

案の公表方法 １ 指定する場所での閲覧又は配布 

（役場町民コーナー、町民センター、図書館、 

ビ・エール） 

２ 町ホームページへの掲載 

御意見等の提出方法 郵送、ファックス、電子メール、ＬＩＮＥ回答フォー

ム、ご意見箱への投函 

結果の公表方法 町ホームページ 

御意見等の 

提出者数・件数 

提出者数：７人 件数：７件 

【提出方法内訳】 

郵送：０人、ファックス：０人、電子メール：１人、 

ＬＩＮＥ回答フォーム：５人、ご意見箱：１人 

 ※ 御意見については、原文のまま掲載しています。 
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２ 御意見の概要と御意見に対する考え方 

 

年
代 

５０ 

ご
意
見 

 

今の計画案で良いです。 

 

町
の
考
え
方 

 

本計画（案）に対して御理解と御賛同をいただき、ありがとうござい

ます。 

今回の大綱では、これまでの取組に加え、新たに「財政改革」の視点

を強化いたしました。町民の皆さまの御期待に応えられるよう、持続可

能な行財政運営と計画の着実な実行に努めてまいります。 

 

 

年
代 

４０ 

ご
意
見 

 

外国人観光客に依存した商売を止める。インターネットを使った、美

瑛の情報発信、美瑛の製品を販売する。日本人に売ることを考える。 

外国人観光客の来町を禁止する。町は儲かってません。マナーの悪い

外国人観光客に町民の税金で後始末、整備をしてます。町民が疲弊して

ます。 

 

町
の
考
え
方 

 

本大綱は、限られた経営資源を効果的に配分し、持続可能な町政運営

を行うための指針となるものです。 

御指摘いただきました観光の在り方や経済の多角化、行政コストの負

担といった課題につきましては、今後の行財政運営を考える上で大変貴

重な視点であると受け止めております。 

今後におきましても、関係機関や事業者の方々としっかりと連携し、

町民の皆さまの生活と地域経済の健全なバランスが保たれるよう、効率

的な行政サービスの提供に努めてまいります。 
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年
代 

３０ 

ご
意
見 

 

行財政改革を進める中で、将来の美瑛町を支える教育分野への投資は

引き続き大切にしていただきたいと感じています。 

そのためにも、歳出削減だけでなく、ふるさと納税を活用した安定的

な歳入確保をより一層進めてはどうでしょうか。 

美瑛町のブランド力を生かし、寄附金の使い道として教育環境の充実

や子どもたちの学びへの支援を分かりやすく示すことで、町の魅力向上

と税収増の両立につながることを期待します。 

 

町
の
考
え
方 

 

教育の充実と財源確保について、貴重な御意見をいただき、ありがと

うございます。 

御指摘のとおり、次世代を担う人材育成は、本町の持続可能な発展に

不可欠であり、重点的に財源を配分すべき分野の一つであると認識して

おります。 

本大綱では、歳出の適正化だけでなく、「ふるさと納税」を始めとす

る自主財源の確保を重要な戦略として位置づけております。 

本町のブランド力をいかした寄附金は、教育施策などの重要施策を安

定して継続・展開するための貴重な財源となります。 

今後におきましては、寄附者の皆さまに対して、「使い道」の可視化

をさらに進め、共感の輪を広げることで、安定した歳入確保と町の魅力

向上に努めてまいります。 

 

 

年
代 

５０ 

ご
意
見 

 

今後無農薬や自然栽培、オーガニック、有機への関心がこれまで以上

に注目されると思います。 

特に都心からのＥＣサイトを経ての注文が加速して多くなっていくと

確信しています。「日本の台所、農業の町美瑛町」としていち早く無農 
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ご
意
見 

薬、自然栽培、有機、オーガニックを町として推進していく方向性はな

いのでしょうか？同時に大規模農業との共存の方法など課題はあると思

いますが美瑛町にしかできない解決方法があると思います。無農薬区画

とかできないのでしょうか？ 

町としての今後の展望に期待しております。あと町民が地の物を手軽

に地産地消出来るようなショップがあると嬉しいです。美瑛せんかや道

の駅は観光客向けなので小麦粉やお米、豆、野菜など農家さんとお友達

にならなくても手軽に買えるところはないのでしょうか？ 

よろしくお願いいたします。 

 

町
の
考
え
方 

 

御提案の農法の選択や新たな流通拠点の整備につきましては、生産体

制の確保や既存の物流システムとの整合性など、農業者団体を含めた多

方面での慎重な議論と調整が必要であると認識しております。 

本町といたしましては、今回いただいた御提案を多様なニーズに応じ

た持続可能な農業施策を検討するための参考とさせていただき、引き続

き関係団体と密に連携し、地産地消の推進や地場産品の魅力向上に向け

た環境づくりに努めてまいります。 

 

 

年
代 

４０ 

ご
意
見 

 

ざっと行財政改革大綱（案）を拝読しました。ご作成ご苦労様です。

役場の行財政改革の取り組みに賛成いたします。 

個人的な意見としては、毎年基金を取り崩しながら最大規模の予算を

組んでいることには以前から納得していませんでした。各課が自課都合

の予算要求をそれぞれに組んで、予算の取り合いをしている余裕がこの

町にあると思いません。 

町の予算の大枠をまず決めたうえである程度各課に配分し、各課の次 

年度予算組みの「前提」としてそれぞれの課の予算規模を総務課（もし 

くは町長・副町長）から提示しておくべきだと考えます。できる限りそ

の範囲で各課の予算組みを行い（課内で査定も）、予算要求が集まった時 

点で総務課での調整や町長・副町長の査定で大枠の予算額内に収めるべ 
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ご
意
見 

きだと思います。 

 こういった内容や予算組みのスケジュール感とフローチャートを行財

政改革大綱（案）の中にもっと具体的に載せていただきたいです。 

 以上、大綱（案）を細部まで読み込めていないため記載されているこ

ともあろうかと思いますがよろしくお願い致します。 

 

町
の
考
え
方 

 

予算編成の在り方や基金の運用につきまして、具体的な御提案をいた

だき、ありがとうございます。 

まず、基金（積立金）の運用につきましては、設置目的に応じた適切

な活用に努めております。特に「まちづくり基金」は、寄附者の意向に

沿った事業に充当し、その他の特定目的基金につきましても、財源状況

を精査した上で、将来負担を見据えた計画的な運用を徹底しているとこ

ろです。 

御指摘の「予算枠の提示」につきましては、本町でもその重要性を認

識しており、令和８年度予算編成において、各課の経常経費に対し、一

般財源ベースでの「目安額」を事前に示す手法を試行いたしました。 

その結果、昨今の社会情勢によるコスト増がありながらも、当初予算

の要求段階での総額を一定程度抑制することができました。今後はこの

結果を検証し、より規律ある予算編成手法の確立に向けて検討を進め、

新たな手法が確立された際には、速やかに公表いたします。 

また、予算編成プロセスの可視化につきましても、行財政の透明性を

高める上で重要であると考えております。 

次年度以降、各年度の「予算編成方針」の中でスケジュールやフロー

チャートを明確に示し、ホームページ等を通じて町民の皆さまに分かり

やすく公表する方向で検討してまいります。 

 

 

年
代 

７０代 

ご
意
見 

 

この大綱に期待しています。まちづくりの財政規律を統制し、町民参

加の議論のわかりやすいベースになると思います。「この町の財政は大

丈夫か」との町民の心配に、「財政の持続性」というだけの印象でし 
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ご
意
見 

た。多くの計画や方針（P2 の図 1-2-①）は関連が弱く、都度対応のよう

に見えました。今後この大綱がこの点を改善することを願って、次の点

を指摘します。 

1. （位置付け）P2 の図 1-2-①において、まちづくり総合計画と行財政

改革大綱を双方向の太い矢印で結ぶべきです。総合計画は財政に十分

触れないまま人口や産業面の制約条件からまちづくり政策を導いてい

るため、この大綱が財政の制約条件を補完するかたちです。よって互

いに調整し補完するという意味から、双方向の矢印が妥当です。この

図のままなら、総合計画は細い矢印で作用の記述もあいまいなシンボ

ルに見えます。 

2. （目標値）主要な指標のターゲット（ＫＧＩ，ＫＰＩ）を設けるべき

です。特に次の項目に関連した取り組みは数値が必要です。（1-①-3 財

政シミュレーション・警戒ライン、1-②-2 中長期規律・町債管理、1-

③-3 施設の再配置・機能整理） なければ、重要な現状変更のときに

町民の理解が難しくなります。 

3. （将来推計）1-①-3、1-②-1 および 1-②-2 の規定は、財政運営計

画の最終年度における将来負担比率、経常比率、公債費比率の推計を

行うべきです。そうすれば、財政運営の信頼性と精度が高まると思い

ます。なければ、重要な現状変更のときに町民の理解が難しいと思い

ます。 

4. （町民意見）財政改革による現状変更は利害の町民の利害の対立を引

き起こします。宿泊税や美瑛町国民保養センターの閉鎖の議論では、

町民・議会・行政の合意形成のプロセスが働いていません。二元代表

制と自治基本条例の不足を補う、新しい合意形成の仕組みを考える時

ではないでしょうか。 

5. 議会は財政の常任委員会を立上げ、行政の動きに伴走するときでは

ないでしょうか。現状、町民コメントのあとや議案を受けてから町民

意見を訊いています。このままでは、二元代表制においても自治にお

いても議会の位置付けは高まりません。 

 

町
の
考
え
方 

 

本大綱に対し、多角的な視点からの貴重な御指摘をいただき、ありが

とうございます。各項目の御意見に対しまして、以下のとおり回答させ

ていただきます。 
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町
の
考
え
方 

１ まちづくり総合計画との関係性について 

まちづくり総合計画が描く将来像に対し、本大綱が財政面からの持

続可能性を支える重要な役割を担っていることを明確にするため、図

の→を太く強調するなど表現を改めます。また、関係性についての説

明文言を補足し、行財政改革がまちづくりの土台となっている構造を、

よりわかりやすくお示しいたします。 

２・３ 評価指標（数値目標）の設定について 

  行財政改革の実効性を高めるためには、具体的な数値による目標管

理が不可欠であると考えます。次期「財政運営計画」の策定時には、

経常収支比率、将来負担比率や実質公債費比率などの主要指標、基金・

町債残高を、達成すべき数値目標（ＫＧＩ、ＫＰＩなど）として明確

に設定いたします。これにより、目標に対する進捗状況を可視化し、

社会情勢の変化や施策の変更が生じた際にも、その根拠を分かりやす

く御説明できる体制を整えてまいります。 

４ 情報共有と合意形成について 

  町民の皆さまの生活に直結する改革を進めるに当たっては、計画段

階から正確な情報を発信し、皆さまと課題意識を共有することが何よ

り重要です。今後におきましても、対話の場を大切にしながら、より

良い合意形成の在り方を模索し、共にまちづくりを進めてまいります。 

５ 議会の在り方について 

議会の常任委員会等の運営につきましては、議会の自律的な判断に

委ねられる事項であり、町として直接回答できる立場にはありません。

しかしながら、いただいた御意見は、「議会と行政がしっかりと議論を

尽くし、より良いまちづくりを進めて欲しい」という町民の皆さまの

期待の表れであると真摯に受け止めさせていただきます。 

 

 

 

年
代 

不明 

ご
意
見 

 

なんでもはいしにして、たいあんもないのに、はいしにしないで！！ 
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町
の
考
え
方 

 

公共施設の廃止に対する御懸念、御意見として承りました。 

いただいた御意見につきましては、具体的な対象施設等が不明なため、

個別の回答は困難ですが、本大綱における公共施設見直しの基本的な考

え方について御説明いたします。 

本町では、人口減少や施設の老朽化が進む中、将来にわたって持続可

能な施設運営を行うため、「施設の統廃合」や「複合化」を含めた再編検

討が必要であると考えております。 

個別の施設の方針を決定する際には、利用状況や町民の皆さまの御意

見を十分に踏まえ、丁寧な説明と合意形成に努めてまいります。 

 

 

 


